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〇当院では、勤務医の負担の軽減及び処遇の改善に資することを目的とする計画を策定し、これ

に基づき以下の取組を実施しています。 

・初診時の予診の実施 

問診票に基づいて、看護師や事務職員が診察前に記載内容の確認を行います。 
 

・入院時説明 

入院説明は、看護師及び医師事務作業補助者並びに地域医療部職員等が連携して行います。 
 

・静脈採血等の実施 

静脈採血は、臨床検査技師または看護師が行います。 
 

・外来診療補助 

医師事務作業補助者を配置し、医師の事務作業をサポートします。 
 

・服薬指導 

薬剤師が抗がん剤の服薬指導をサポートします。 

病棟においても薬剤師が積極的に服薬指導をサポートします。 

事前に収集した常用薬情報から入院後の持参薬処方や入院臨時処方を提案し処方支援を行います。 
 

・検査手順の説明実施 

検査手順の説明は看護師及び医師事務作業補助者が行います。 
 

・静脈経路抜針の実施 

  造影剤投与後の抜針及び止血は、看護師または診療放射線技師が行います。 
 

・注腸検査時のカテーテル挿入と造影剤、空気注入の実施 

  注腸検査におけるネラトンチューブの挿入は、診療放射線技師が行います。 
 

〇下記の取組を行うように努め、医師の負担を軽減します。 

・育児中の医師に対し育児のための配慮を行います。 

・一人の医師への負荷を減らすために複数主治医制を検討します。 

・連続当直を行わない勤務体制の実施などの適切な労務管理を行うよう努めます。 

  ・他職種へのタスクシフティングを推進します。 
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